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○高齢化について
障がいのある方の高齢化は、在宅、事業所、施設等、多くの方が抱えている問題で、社会全体の高齢化とともに大きな課題となっています。現在、当施設では平均年齢が53.4歳と、多くの利用者が高齢期を課題に生活をされています。開所時から入所されている方は、施設で30歳の年を重ねたこととなります。
これまで「障害のある方は老化が早い」、「ダウン症の方は短命」等と言われてきましたが、近年ではその状況は変わりつつあります。知的障がいのある方が、年を重ねていくことで心身の状況がどう変化して行くのでしょうか。
認知症を患い「以前には出来た事が出来なくなった」、「判断出来たことが出来なくなった」、「興味関心が薄れてしまった」等の症状への対応は、高齢者介護になると思われます。支援の現場に、高齢者介護という分野が入ってきた時、職員の支援技術や経験、知識で適切な対応が出来るか、これまでは漠然とした不安が、現実のものに変わりつつあることを感じます。
今後、その変化に気がつく事が出来ず混乱を生じないように、職員は何気なく毎日の支援を行うのではなく、利用者の普段からの様子や、特性をしっかりと把握し、些細な変化に気がつけるように努める事が重要となります。
そのため、支援体制作りや介護技術の習得、認知症の特性等、高齢分野の学びが必要だと感じます。


[bookmark: _GoBack]○障害者支援施設における課題について。
・障害者支援施設における看取りの状況。
現在、施設で看取りを行っているかという調査では、実施していないと答える施設が多い事が現状です。「施設の人的、物的体制や制度上、看取りは行わない。」「利用者の生活環境等が整えられれば「終の棲家」として看取りを取組んでいく。」という意見が最も多く挙げられています。
住み慣れた施設の中で、顔なじみの利用者や職員と一緒に、最後までその人らしく、終末期を迎えることが出来るようにと考える施設は多いです。しかし思いとは別に、現状の人的体制や設備、医療との連携、現制度上の問題等、多くの課題が解決されない中では困難であるという意見が多い事が現状です。

○問題・課題として
・家族との関係性（施設の取組の明確化と説明、家族等との信頼関係の構築）
・医療との連携（緊急時の支援体制、地域の医療機関との連携）
・環境整備（職員体制作りと人材育成、医療スタッフの確保）
・職員の育成（施設における看取り介護の研修等実施。）
・設備の充実（てすりの設置、介護用品の準備等）
今後、看取りや高齢化対策を考えた上で、人材の確保と体制及び育成が重要となります。緊急時における対応方法、看取りの介護等支援方法、医療に関する基礎知識、組織で取組むための体制作りに努め、各関係機関と連携を密にし問題に向き合っていくことが重要となります。
